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 人絹用のヴィスコースを製造diる 時に善通アルカリ繊維素の老成Alterungの 工程

を行ふ。此は アルカリ繊維素を密閉器中に或る期間貯藏するこΣであつて此塵理を経

た アルカリ繊維素からヴイスコースを作るε熟成中の粘度攣化が少 く實際紡糸上都合

がよいから特別な方法によるものを除いて一般に探用 されて居 る。然 し老成の揚合に

室氣酸素が繊維素に作用 タるこざは明かである。而 して其作用が過 ぎるε有害である

ミいふ こミ もよく知 られて層る。 それで問題は老成の際或程度の酸化が有利であるか

否か、或は酸化を全 く除外 した方がよいかごいふこεを知 る必要がある。從 ふて苛性

アルカ リのみの作用を研究 して其効果を試SfA 一¢ればよい。然 し此は實際 に試験1畠るこ

ごが出來 ない。何故なれば老成の操i乍中外部から空氣の浸人しない襟にするこざは出

來 るが元素繊維素中に含 まれて居た塞氣或は酸素を除 くごいふこεは實際上不可能で

あるか らである。此揚合酸素を除 く目的でボンプで引 く際同時に熱をかけるεいふ事

は許 されない。此様 な塵理をするご繊維素は憂化する。

 此迄本問題に關して次の様な研究がなされたKatz氏 は繊維素を アルヵリに浸漬 し

た後之を洗條 したものに就てX線 スペ ラトルを研究 し元の繊維素 ε相違のあるこミを

認めて居る。Eggert氏 はアルカ リ繊維素を室氣を除いナこ威で3年 間15。Cで 保存 した

庭が次の様な攣化があつたごいふて居 る。

                  初       3年 後

        繊 維 素  24,48%   19.40%

        NaOH       l 5β6"        6.40"

        Na2CO3      1.72"       7.9.5"

        フ」く              5S、44"            60.25"

 Waentig氏 は眞室中で アルカリ繊維素を老成 しても其か ら作つナこヴ イスコ■一一一スの粘

度の低いこεを述べて居 る
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     アルカリ繊維素製法         ヴイスコースの流出時間(秒)

                  2時間後 18時間後 24時間後 42時間後

 1.26時 間浸漬 老'成なし         278"   138"   工22"   133"

 2. 2時間浸漬 24時賜老戎        67"    56"    45"    5U"

 3. 2時問浸漬 眞空中にて21時間老成   148"   110"    98"    97"

 4。26時 間酸素氣流中にて浸漬 老成なし  104"   70"   65"   62"

 其後Waentig氏 は繊維素粉末を器に入れ之を眞室にして 察氣 を充分除いナこ後 アル

カ リ液 を繊維素の倍量加へ 恰度普通浸漬後墜搾 した 場合ε同様の割合に して30日 間

保存 して置た鬼が老成中の繊維素の減少 しないこεを報告 して居 る。

 著者の實験か ら見 るεEggert氏 の試験には操作中何等か歓貼があつて 實際に塞氣

が充分排除 されてなかつた こεを想像せしめる。Waentig氏 の前報 告は著者等 も正に

確 めた塵であるが後報告には幾分鋏瓢があるミ思ふ。

 著者の實験方法及び目的は訳の標である。繊維素中に含 まれて居る酸素の存在は止

むない事εしアルカ リ繊維素保存中其が酸化作用をするものξ水素氣中で長時間浸漬

し酸化した ものは充分抽出する(Cellulosechemie IO, l l4,1929)同 時にアルカリの作

用を充分行はせる様に した而 して繊維素牧 得量を考へる以外に再生繊維素の銅アムモ

ニア溶液 の粘度を比較 し輩に α繊維素 εいふ も性質に相違ある可 きであるか ら之を槍

して アルカリの作用及び繊維素粘度降下の原因を知 らうΣいふのである其結果アルヵ

リ液のみで も繊 維素の粘度を降 ケ作用がある。例へば8ク 月浸漬 しtも のか ら再生し

ナこ繊維素 の粘度を見 るミ元 のものε大差がない。若 しアル カリのみが粘度降下の作用

のないもの ε假定するなれば此威理の間に元繊維素中に含まれてゐたヘ ミセルロース

杯が除かれ るか ら粘度が昇 らなければならぬ筈である。然 るに特別に上昇するSい ふ

事實を認 めないのであるか らアルカリ液のみで降下の作用があるε結論しなければな

らぬ。

 叉水素氣中浸漬により一般 に粘度が減 少する。此際銅贋は鯨 り上 らないか ら酸化物

は大匿除かれナこε考へねばな らぬ。然 し一二例を除いては幾分高 くなつて居て酸化物

が残つて居 るミ考へ られる。而して此少量残留 して居る酸化物が粘 度降下の主なる原

因をして居るε考へ るこεが出來る。
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 實験例 薄葉紙を細片に切断し濃 度の異なる苛性曹達液(煮 沸 して室氣を除きた る

もの)10倍 量に浸漬し器中の室氣は水素にて置換密閉 して3ケ 月間保有す。但(9)は

8ケ 月保存す。

                      銅   償
                   一

                  α一Ce1L β十γ一Cell.原 料Ig中

讐灘 禦 β劉 珊 欝 讐 繋療翻
  a    18     92.43    9.62    】.07     2.9      235.2        6.2      115.6

  b892.581.])r}1.042,42)4tj.0 3.8 93.O

  d3「)88.204.420.751.9 159.7 7.1 137.2

  e    25     92.00    2.90    0.7〔〕    2.9      ヱ80.2       5。3      125.0

  (9)    18      89.60     596∫～    5.s8     2.9       12rtf)       10.5       139。2

 但 原 料 薄 葉 紙 の 銅 贋 はCu 2.4 mg.に し て 粘 度(秒 敷)1402な り 。
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